
府省共通研究開発管理システム（e-Rad） 

研究機関事務代表者用マニュアル 

 

2-1 

2. 間接経費執行実績情報管理 

ⅰ.概要 

間接経費執行実績情報管理メニューでは、「間接経費執行実績報告書情報」の管理を行い、報告

書の新規登録、配分機関からの再提出依頼に対する報告書の再提出を行います。 

 

間接経費執行実績情報管理 

自機関で提出した間接経費執行実績報告書の一覧が表示され、報告書の新規登録、再提出、照会、

間接経費執行実績報告書の PDF ファイルのダウンロードを行います。 

操作方法は、「2.1 間接経費執行実績情報管理」を参照してください。 
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2.1 間接経費執行実績情報管理 

この項では、間接経費執行実績報告書一覧画面で行うことのできる各種操作の手続きについて

説明します。行える操作の一覧は、以下のとおりです。 

 

【間接経費執行実績報告書一覧画面で行える各種操作】 

操作名称 機能説明 対象箇所 

報告書一覧を

表示 

報告書の一覧表示を行います。 2.1 (A) 間接経費

執行実績報告書の

一覧表示 

報告書の新規

登録 

報告書の新規登録を行います。 2.1 (B) 間接経費

執行実績報告書の

新規登録 

報告書の再提

出 

配分機関から再提出依頼があった場合に、報告書の再提出を

行います。 

2.1 (C) 間接経費

執行実績報告書の

再提出 

報告書の照会 提出した報告書の照会を行います。 2.1 (D) 間接経費

執行実績報告書の

照会 

報告書 PDF の

ダウンロード 

提出した報告書の PDF ファイルのダウンロードを行います。 2.1 (E) 間接経費

執行実績報告書

PDF のダウンロー

ド 
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(A) 間接経費執行実績報告書の一覧表示 

(1) 報告書一覧を表示する 

 

「間接経費執行実績報告書一覧」画面 

 

① 【間接経費執行実績情報管理】を選択し、「間接経費執行実績報告書一覧」画面を表示する。 

② 報告書の一覧を表示する。 

  

① 

② 
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【項目説明 1】 

項目名 必須区分 項目説明 

報告対象年度 必須 報告対象の年度を入力します。 

 

【項目説明 2】 

項目名 必須区分 項目説明 

年度 ― 報告書の年度を表示します。 

ステータス ― 報告書のステータスを表示します。 

 

一時保存：一時保存の状態です。 

提出済：報告書を提出した状態です。 

再提出依頼有：配分機関から再提出依頼が行われた

状態です。 

再提出済：報告書を再提出した状態です。 

保存/提出日時 ― 報告書を一時保存または提出した最新日時を表示し

ます。 

執行実績報告照会 ― 「間接経費執行実績報告書照会」画面を表示します。 

再提出依頼日時 ― 配分機関から再提出依頼が行われた最新日時を表示

します。 

提出登録 ― 「間接経費執行実績報告書修正」画面を表示します。 

納入額合計（円） ― 報告書に登録された納入額の合計を円単位で表示し

ます。 

執行額合計（円） ― 報告書に登録された執行額の合計を円単位で表示し

ます。 

報告書 PDF ― 報告書の PDF ファイルをダウンロードします。 

 

【ボタン説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

新規作成 ― 「間接経費執行実績報告書登録」画面に遷移します。 
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(B) 間接経費執行実績報告書の新規登録 

間接経費執行実績報告書の新規登録を行うためには、以下の手順で操作を行います。 

 

(1) 「間接経費執行実績報告書一覧」画面を表示する 

手順は「2.1 (A) 間接経費執行実績報告書の一覧表示」を参照 

 

(2) 新規作成する報告対象年度を入力する 

 

「間接経費執行実績報告書一覧」画面 

 

① メニューの【間接経費執行実績情報管理】を選択し、「間接経費執行実績報告書一覧」画面を

表示する。 

② ［報告対象年度］を入力する。 

 

① 
② 
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【項目説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

報告対象年度 必須 報告対象の年度を入力します。 

 

【ボタン説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

新規作成 ― 「間接経費執行実績報告書登録」画面に遷移します。 

  

 注意  

・以下の場合は、間接経費執行実績報告書の新規登録ができませんのでご注意ください。 

 

＜報告対象年度の条件設定が行われていない場合＞ 

入力した報告対象年度の条件設定が行われていない場合、「入力された[報告対象年度] 

の条件設定が行われていないため、間接経費執行実績報告書を作成することができませ 

ん。」と表示され、報告書の新規登録ができません。 

 

＜既に作成している報告書が存在する場合＞ 

入力した報告対象年度の報告書を既に作成している場合、「入力された[報告対象年度] 

の間接経費執行実績報告書は既に作成されています。」と表示され、報告書の新規登録 

が作成できません。 
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(3) 収入情報を入力する 

 

「間接経費執行実績報告書登録」画面 

 

① 『制度を追加』ボタンをクリックします。 

② 該当する「競争的資金の種類」を選択します。 

③ 「間接経費の納入額（円）」を入力します。 

④ 「備考」を入力します。 

⑤ 【前年度からの繰越分】も同様に制度の追加を行います。 

 

① 
② ③ ④ 

⑤ 
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 注意  

・「競争的資金の種類」は【当年度分】もしくは【前年度からの繰越分】において、どち

らか必ず 1つは選択して下さい。 

 補足  

・【当年度分】-「競争的資金の種類」は、報告書対象年度が競争的資金の種類の持つ開

始年度と終了年度に含まれているものが、プルダウンリストに表示されます。 

例）○○○○制度 開始年度～終了年度：2014 年～2020 年の場合 

  報告対象年度：2015 年度の場合、表示されます。 

  報告対象年度：2021 年度の場合、表示されません。 

 

・【前年度からの繰越分】-「競争的資金の種類」は報告書対象年度が競争的資金の種類

の持つ開始年度と終了年度に含まれており、かつ繰越対象のものがプルダウンリストに

表示されます。 

例）△△△△制度 開始年度～終了年度：2014 年～2020 年 繰越対象の場合 

  報告対象年度：2015 年度の場合、表示されます。 

  報告対象年度：2021 年度の場合、表示されません。 
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【項目説明 1】 

項目名 必須区分 項目説明 

確認 ― 「間接経費執行実績報告書提出」画面に遷移します。 

一時保存 ― 入力内容を一時保存します。 

戻る ― 「間接経費執行実績報告書一覧」画面に遷移します。 

 

【項目説明 2】 

項目名 必須区分 項目説明 

報告対象年度 ― 報告対象年度を表示します。 

研究機関名 ― 報告書を提出する研究機関名を表示します。 

【当年

度分】 

競争的資金の種類 必須 該当する競争的資金の種類を選択します。 

報告書対象年度が競争的資金の種類の持つ開始年度

と終了年度に含まれているものが、プルダウンリス

トに表示されます。 

間接経費の納入額

（円） 

必須 納入額を円単位で入力します。 

備考 任意 備考を入力します。 

【前年

度から

の繰越

分】 

競争的資金の種類 必須 該当する競争的資金の種類を選択します。 

報告書対象年度が競争的資金の種類の持つ開始年度

と終了年度に含まれており、かつ繰越対象のものが

プルダウンリストに表示されます。 

間接経費の納入額

（円） 

必須 納入額を円単位で入力します。 

備考 任意 備考を入力します。 

合計 ― 収入の合計金額を表示します。 

 

【ボタン説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

【当年度分】 制度を追加 ― 制度を 1行追加します。 

制度を削除 ― 選択した行を削除します。 

【前年度か

らの繰越分】 

制度を追加 ― 制度を 1行追加します。 

制度を削除 ― 選択した行を削除します。 
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(4) 支出情報を入力する 

 

「間接経費執行実績報告書登録」画面 

 

① 「執行額（円）」を入力します。 

② 『使途』リンクをクリックします。 

③ 「具体的な使用内容」を入力します。 

 

【項目説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

1. 管理部門

に係る経費 

経費の項目 ― 経費の項目を表示します。 

執行額（円） 必須 執行額をそれぞれ円単位で入力します。 

使途 任意 「使途選択」画面を表示します。 

具体的な使

用内容 

任意 具体的な使用内容を入力します。 

2. 研究部門

に係る経費 

経費の項目 ― 経費の項目を表示します。 

執行額（円） 必須 執行額をそれぞれ円単位で入力します。 

使途 任意 「使途選択」画面を表示します。 

① ② ③ 
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項目名 必須区分 項目説明 

具体的な使

用内容 

任意 具体的な使用内容を入力します。 

3. その他の

関連する事

業部門に係

る経費 

経費の項目 ― 経費の項目を表示します。 

執行額（円） 必須 執行額をそれぞれ円単位で入力します。 

使途 任意 「使途選択」画面を表示します。 

具体的な使

用内容 

任意 具体的な使用内容を入力します。 

4．次年度へ

の繰越額・持

ち越し額 

経費の項目 必須 該当する競争的資金の種類を選択します。 

報告書対象年度が競争的資金の種類の持つ開始年度

と終了年度に含まれており、かつ繰越対象のものが

プルダウンリストに表示されます。 

執行額（円） 必須 執行額を円単位で入力します。 

合計 ― 支出の合計金額を表示します。 

 

【ボタン説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

4．次年度へ

の繰越額・持

ち越し額 

制度を追加 ― 制度を 1行追加します。 

制度を削除 ― 選択した行を削除します。 
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(5) 使途情報を選択する 

 

「使途選択」画面 

 

① 該当の「使途」を選択します。 

② 『実行』リンクをクリックします。 

 

【項目説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

選択 ― 該当する使途を選択します。遷移元によって活性/非

活性を制御します。 

 

1. 管理部門に係る経費の場合：(ア)(イ)(チ)が選択

可能。 

2. 研究部門に係る経費の場合：(ウ)～(セ)(チ)が選

択可能。 

3. その他の関連する事業部門に係る経費の場合：

(ソ)～(チ)が選択可能。 

使途 ― 使途名を表示します。 

使途内容 ― 使途内容を表示します。 

主な使途の例示 ― 主な使途内容の例示を表示します。 

  

① 

② 
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(6) 次年度への繰越額・持ち越し額を入力する 

 

「間接経費執行実績報告書登録」画面 

 

① 『制度を追加』ボタンをクリックする。 

② 該当する制度を選択する。 

③ 執行額を入力する。 

  

① 
② ③ 
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(7) 間接経費の使用結果に関する報告を入力する 

 

「間接経費執行実績報告書登録」画面 

① 

② 

③ 

④ 
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① 「間接経費の使用結果について」を入力する。 

② 「間接経費の使用方針について」を選択、入力する。 

③ 「間接経費の使用について」を選択、入力する。 

④ 「間接経費の趣旨及び使途に係る説明について」を選択、入力する。 

 

【項目説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

間接経費の使用結果について 必須 間接経費の使用結果について入力します。 

全角 500 文字、15行以内で入力します。 

間接経費の使

用方針につい

て 

選択 必須 「被配分機関の長の責任の下で間接経費の使用に

関する方針を作成していない。」を選択した場合、

テキストエリアへの入力は必須です。 

全角 500 文字、15行以内で入力します。 

テキストエリ

ア 

条件必須 

間接経費の使

用について 

選択 必須 「間接経費の一部を研究者に配分しており、研究者

が独自の判断で使用できるようにしている。」を選

択した場合、テキストエリアへの入力は必須です。 

全角 500 文字、15行以内で入力します。 

テキストエリ

ア 

条件必須 

間接経費の趣

旨及び使途に

係る説明につ

いて 

選択 必須 間接経費の趣旨及び使途に係る説明について選択、

入力します。 

全角 500 文字、15行以内で入力します。 テキストエリ

ア 

必須 
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(8) 間接経費執行実績報告書の入力内容を確認する 

 

「間接経費執行実績報告書登録」画面 

 

① 『確認』リンクをクリックします。 

 

  

① 
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(9) 間接経費執行実績報告書を提出する 

 

「間接経費執行実績報告書提出」画面 

② 

① 
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① 提出内容を確認します。 

② 『実行』リンクをクリックします。 
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(10) 間接経費執行実績報告書一覧に戻る 

 

「間接経費執行実績報告書提出」画面 

① 
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① 『一覧へ戻る』リンクをクリックする。 
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(C) 間接経費執行実績報告書の再提出 

間接経費執行実績報告書の再提出を行うためには、以下の手順で操作を行います。 

 

(1) 「間接経費執行実績報告書一覧」画面を表示する 

手順は「2.1 (A) 間接経費執行実績報告書の一覧表示」を参照 

 

(2) 再提出する報告書を選択する 

 

「間接経費執行実績報告書一覧」画面 

 

① 「ステータス」が「再提出依頼有」の報告書の『提出登録』リンクをクリックします。 

 

【項目説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

年度 ― 報告書の年度を表示します。 

ステータス ― 報告書のステータスを表示します。 

 

一時保存：一時保存の状態です。 

提出済：報告書を提出した状態です。 

再提出依頼有：配分機関から再提出依頼が行われた

状態です。 

再提出済：報告書を再提出した状態です。 

① 
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項目名 必須区分 項目説明 

保存/提出日時 ― 報告書を一時保存または提出した最新日時を表示し

ます。 

執行実績報告照会 ― 「間接経費執行実績報告書照会」画面を表示します。 

再提出依頼日時 ― 配分機関から再提出依頼が行われた最新日時を表示

します。 

提出登録 ― 「間接経費執行実績報告書修正」画面を表示します。 

納入額合計（円） ― 報告書に登録された納入額の合計を円単位で表示し

ます。 

執行額合計（円） ― 報告書に登録された執行額の合計を円単位で表示し

ます。 

報告書 PDF ― 報告書の PDF ファイルをダウンロードします。 
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(3) 再提出依頼内容を確認する 

 

② 
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「間接経費執行実績報告書修正」画面 

  

① 
② 

③ 
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① 画面下の「配分機関からの依頼」を確認します。 

② 必要に応じて報告書の内容を修正します。 

③ 「研究機関からの回答」を入力します。 

 

 

 

 

 

【項目説明】 

項目名 必須区分 項目説明 

回答番号 ― 回答番号を表示します。 

研究機関からの回答 必須 配分機関からの依頼に対する回答を入力します。 

初期表示時に、「回答入力日」「部課」「氏名」が自動

で入力された状態で表示されます。 

 

  

 補足  

・研究機関からの回答には初期表示で「回答入力日」「部課」「氏名」が表示されますの

で、「回答（修正依頼内容）」を入力して下さい。 

 注意  

・「研究機関からの回答」欄は配分機関から再提出依頼が行われた回数分、表示されてい

ます。 

再提出するには全ての欄に回答を埋める必要があります。 
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(4) 再提出内容を確認する 

 

「間接経費執行実績報告書修正」画面 

 

① 『確認』リンクをクリックします。 

 

  

① 
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(5) 間接経費執行実績報告書を再提出する 

 

「間接経費執行実績報告書提出」画面 

 

① 『実行』リンクをクリックします。 

 

 

  

 補足  

・報告書の再提出時、全配分機関の配分機関担当者のポータル通知に自機関から報告書

の再提出があった旨、通知されます。（メール送信はされません。） 

① 
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(6) 間接経費執行実績報告書一覧に戻る 

 

① 
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「間接経費執行実績報告書提出」画面 

 

① 『一覧へ戻る』リンクをクリックする。 
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(D) 間接経費執行実績報告書の照会 

間接経費執行実績報告書の照会を行うためには、以下の手順で操作を行います。 

 

(1) 「間接経費執行実績報告書一覧」画面を表示する 

手順は「2.1 (A) 間接経費執行実績報告書の一覧表示」を参照 

 

(2) 照会を行う報告書を選択する 

 

「間接経費執行実績報告書一覧」画面 

 

① 対象の報告書の『執行実績報告照会』リンクをクリックする。 

  

① 
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(3) 「間接経費執行実績報告書照会」画面を確認する 

 

「間接経費執行実績報告書照会」画面 

① 

② 
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① 登録内容を確認します。 

② 『閉じる』リンクをクリックします。 
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(E) 間接経費執行実績報告書 PDF のダウンロード 

間接経費執行実績報告書 PDF のダウンロードを行うためには、以下の手順で操作を行います。 

 

(1) 「間接経費執行実績報告書一覧」画面を表示する 

手順は「2.1 (A) 間接経費執行実績報告書の一覧表示」を参照 

 

(2) ダウンロードを行う報告書を選択する 

 

「間接経費執行実績報告書一覧」画面 

 

① 対象の報告書の『報告書 PDF』リンクをクリックする。 

 

① 
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